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研究課題名 皮膚筋炎に関与するサイトカインの探索に関する研究 

研究の対象 

2015 年 7 月～2020 年 7 月に横浜市立大学附属病院皮膚科を皮膚筋炎で受診された患

者さん、かつ検査により筋炎特異的自己抗体を同定できており、横浜市立大学附属病

院皮膚科において採取された血液の残余検体がある患者さんと採取された血液の残

余検体があり、内服・外用などの治療を要する疾患に罹患していない健康な方が対象

になります。 

研究目的 

・方法 

皮膚筋炎は自己組織に対して過剰な免疫応答が生じた結果、筋肉、皮膚、関節、肺な

どに炎症を来たす膠原病の一つで、特徴的な皮疹を伴う疾患として知られています。

皮膚筋炎の病態や発症についてはまだ不明な部分が多いのですが、近年、皮膚筋炎の

患者さんの皮疹部位において IL-31 というサイトカインの遺伝子発現が亢進してお

り、痒みとの相関がある報告されています。そこで、今回皮膚筋炎患者さんの血清を

用いて、皮膚筋炎の病態に関わると考えられている IL-31をはじめとする種々のサイ

トカインを探索することを目的として測定を行います。また患者さんの臨床症状とこ

れらのサイトカインの産生量との関連の有無についても調べます。 

研究期間 西暦 2020年 10月 15日 ～ 西暦 2021年 3月 31日 

研究に用いる 

試料・情報の 

種類 

研究の用いる情報として患者さんの病歴、治療歴、血液検査結果、CTなどの画像検査

が対象となります。またサイトカインを測定するため患者さんの血液検体を使用させ

て頂きます。 

外部への 

試料・情報の 

提供 

主たる研究機関である大阪大学附属病院皮膚科に、集積した患者さんのデータにパス

ワードをかけて提出するとともにサイトカインを測定するために血液検体も送りま

す。 

外部からの 

試料・情報の 

取得と保管 

ありません 

研究組織 
この研究は大阪大学を中心として行うもので、当院を含め、マルホ株式会社、筑波大

学、金沢大学、群馬大学の各皮膚科が参加しています。 
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本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画

書及び関連資料を閲覧することが出来ますので下記連絡先まで電話または FAXでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象といたしませんので、下記の連絡先までお申出ください。その

場合でも患者さんに不利益が生じることはございません。 

問合せ先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

〒236-0004 横浜市金沢区福浦 3-9 

横浜市立大学附属病院 皮膚科 （研究責任者）山口由衣 

電話番号：045－787－2800（代表） FAX：045－786－0243 

 

主施設：大阪大学大学院医学系研究科 皮膚科学講座 （研究代表者）藤本 学 

 


